
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

健康状態や心身の疲れを確認しましょう 

★発達障害のある人は、体調不良やケガがあるにもかかわらず、本人自身も気づい 
ていない場合があります。周囲が気づかずにそのまま放置すると、状態が悪化し
てしまう場合がありますので、ていねいな観察と聞き取りが必要です。 

からだ 

気づくための観察例 
・息切れ、咳などが頻繁でないか。 
・やけどや切り傷、打撲などがないか。 
・着衣が濡れていても着替えないでいるか。 

気づくための質問例 
・いつもより寒くないですか？ 
・歩くときにふらふらしませんか？ 
・頭のこぶ、腕や足にケガがありませんか？ 
・服の着替えがありませんか？ 

★なにげないことでも、発達障害のある人には日常生活に困難をきたすぐらい苦痛 
に感じることがあります。そのためストレスの蓄積がより起きやすく、支援を優
先的に考えなければならない場合があります。 

ストレス 

気づくための観察例 
•好き嫌いによる食べ残しが多くないか。 
•配給のアナウンスがあっても、反応が遅かったり、
どこに行っていいかわからず困っていることがない
か。 

•耳ふさぎや目閉じなど、刺激が多いことで苦しそう
な表情をしていないか。 

気づくための質問例 
•食べられない食材はありましたか？ 
•配給に並ぶ場所はわかりましたか？ 
•ほかの場所（避難所内外）へ移動したいという希望 
はありますか？ 

家族の状態を確認しましょう 

★災害の影響で子どもと家族が離れられなくなる場合や、避難所の中で理解者が 
得られない場合などに、家族のストレスは高まります。 
本人の支援を一番長い時間担当する、家族のサポートを迅速に行うことは効率的
といえます。 

家族への 

サポート 

■配給や買い物、役所や銀行などの手続きに行けずに困っている場合 
■水や食料、毛布などの配給時に、ずっと待っていられないで騒いでしまう子どもがいた場合 
 
家族の代わりに子どもの相手をしたり、発達障害の特性を家族の了解のもとで周囲の人たちに説明して 
いただくと、家族はたいへん助かります。 

対応に協力してくれる人が周囲にいるか確認しましょう 

★発達障害のある人は、ひとりひとりの健康状態や、ストレスの蓄積につながる
状況などがさまざまで、対応方法が見つけにくいことがあります。個別的な配
慮が必要になる場合は、周囲に本人をよく知っている人がいるか、その人は対
応に協力してもらえそうかを確認しておく必要があります。   

  

協力者の 

確認 

 

発達障害者支援センター 

石川県発達障害支援センター（石川県金沢市鞍月東 2-6 石川県こころの健康センター内） 

  TEL 076-238-5557 / FAX 076-254-5533 

発達障害者支援センター パース（石川県金沢市福久東 1-56） 

TEL 076-257-5551 / FAX 076-257-1916 
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